
【課題として取り組む部分】の問題例 国語

４月１９日（火）に行われた「令和４年度全国学力・学習状況調査」の本校の
結果についてお知らせいたします。調査のねらいを踏まえ、子どもたち一人ひと
りが「分かる喜び」や「学ぶ楽しさ」を感じることのできる授業となるよう、今
後も改善に努めてまいります。ご家庭でも、ご支援、ご協力をお願いいたします。

〈分析結果の表記について〉
･｢さらに伸ばしたい部分｣ ：本校の強みの部分をさらにのばすための取組
･｢課題として取り組む部分｣ ：本校の弱みの部分についての改善策

教科に関する結果から

『国語』について

さらに伸ばしたい部分 課題として取り組む部分

○漢字の書き取りや表現の技法に関する △「選択式」の解答における正答率が県平
問題の正答率が県平均を上回ってお 均を下回っています。根拠が明確でない
り、日頃の基礎的な学習が定着してい まま、もっともらしい選択肢を選ぶ傾向
るといえます。 があるといえます。
ことわざや四字熟語、慣用句などにふ 根拠を明確にして自分の考えを書いたり
れる機会を増やし、すべての学習の基 話したりする活動を多く取り入れていき
礎となる語彙力をいっそう高めていき ます。
ます。

△「我が国の言語文化に関する事項」に関
○特に「記述式」の解答における正答率 する問題の正答率が県平均を下回ってお
が県平均を上回っています。自分の考 り、書写に関する知識が十分には定着し
えを持ち、表現しようと努力すること ていないといえます。
ができています。 鉛筆や筆ペンを用いた書写の学習の機会
相互添削や意見の交流を通して、求め を増やし、日常に生きる書写の知識・技
られる条件を満たして書いたり話した 能の定着を図ります。
りする力を伸ばします。
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『数学』について 【課題として取り組む部分】の問題例 数学

さらに伸ばしたい部分 課題として取り組む部分

○簡単な連立方程式を解く問題ができて △数を素因数分解する問題に課題が見られ
います。 ます。
基本的な連立方程式の問題だけでな 「素因数分解」という言葉を忘れていた
く、かっこや分数を含む問題にも取り り、やり方を忘れていたりすることが考
組みます。また、式を立てる活動も積 えられます。日頃の授業では、素因数分
極的に取り入れていきます。 解の定着を図ることや、曖昧な表現に頼

らず、数学用語を積極的に使いながら活
○「ヒストグラム」の特徴をもとに、よ 動することを意識させていきます。
り長い時間回りそうなコマを選び、理
由を説明することが県平均・全国平均 △筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由
を上回っています。データの傾向を捉 を説明する問題に課題が見られます。
え、判断の理由を数学的な表現を用い 県平均や全国平均と比べ、無回答が少な
て説明することができています。 く、何とか問題に答えようとする姿勢が
答えを求めるだけでなく、図や表をも 見られます。しかし、根拠を見付け出し、
とに関係性を見いだし考察する活動 順序よく組み合わせて、課題を解決する
を、今後も継続していきます。 ことが苦手です。与えられた条件をしっ

かりと解釈し、上手く活用する力をつけ
させていきます。

解答（例）

△ABE≡△CFBより
∠AEB＝∠CBF…①

また三角形の内角の和は180°，∠EAB＝150°より
∠ABE＋∠AEB＝30°…②

①，②より
∠ABE＋∠CBF＝30°



『理科』について 【課題として取り組む部分】の問題例 理科

さらに伸ばしたい部分 課題として取り組む部分

○静電気や燃料電池など日常生活で見ら △おもりに働く重力とつり合う力の矢印を
れる現象と理科を関連づけて考えるこ 選択し、その力について説明する問題に
とができています。 課題が見られます。
天気や化学反応、バイオなど身のまわ 目に見えない音や力、エネルギーの分野
りの現象やそれを活用したものを紹介 は本校のみならず、全国の正答率も低い
したり調べたりする活動を取り入れ、 ところです。目には見えない現象を図や
より理科を身近なものと感じられるよ モデル使って表しながら説明したり、作
うにしていきます。 図しながら理解を深めたりする活動を取

り入れていきます。
○分子のモデルを表した図を基に、水素
の燃焼を化学反応式で表すことができ △探究の過程における検討や改善を問う設
ています。 問について、他者の考えの妥当性を検討
元素記号や化学式を用いた化学反応式 したり、実験の計画が適切か検討して改
は中学理科の柱の一つです。それぞれ 善したりする問題に課題が見られます。
の現象についての化学反応式が書ける 考察の妥当性を高めるために、実験結果
ように、基礎基本を大切にし知識が定 の処理について振り返り、測定する間隔
着するための活動を取り入れていきま や範囲などの改善の視点を明確にした上
す。 で、実験の計画を検討して改善する学習

活動を取り入れていきます。

生徒質問紙の結果から

さらに伸ばしたい部分 課題として取り組む部分

○難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか ○1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか

△日頃から読書をしている生徒の
割合が低い傾向です。
スマホが普及し、本よりもスマホ
に費やす時間が多い傾向です。
学校では、図書館の利用を促進し、
本を読む楽しさを子どもたちに感
じさせていきます。

○難しいことにも挑戦している生徒の割合が高いです。
難しいことに挑戦していく前向きな姿勢は、自分を高めていく上で非常に重要です。その
ような前向きな姿を認め、失敗を恐れずに安心して物事に取り組める雰囲気づくりをこれ
からも大切にしていきます。

地域の皆様に支えていただき、粟中生はがんばることができています。
これからも学校と家庭・地域がよりよい信頼関係の中で教育活動を進められるよう、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
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